
令和３年度 

 

第１回 公立大学法人山形県立保健医療大学経営審議会 議事録 

 

日 時 令和３年６月８日（火）10時 25分から 12時まで 

場 所 201会議室 

出席者 前田理事長、渋江理事、遠藤理事、佐藤理事、武井理事、中山委員、島貫委員 

事務局 齊藤事務局次長、柿崎教務学生課長、土田総務企画専門員、横尾主事 

欠席者 内藤理事 

 

１ 開会 

 ・前田理事長から挨拶があり、本学における最近の話題について情報提供された。 

 

２ 議事録署名人の指名 

・審議会議長である前田理事長が、渋江委員、武井委員を議事録署名人として指名した。 

 

３ 審議事項 

（１）令和２年度決算について 

・事務局から資料１－１から資料１－３により、令和２年度決算について説明された。 

・村山監事、伊藤監事から、業務の実施や財務諸表等に特に指摘すべき事項はないという監査

結果（資料１－５）が報告された。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑＞ 

①授業料収入の減は、新型コロナウイルス感染症の影響によるものか。 

 →昨年度より減免の対象者が増えている。全員が新型コロナウイルス感染症の関連かどう

かは分からないが、影響はあったものと考える。 

②未収入金は入金されたのか。 

 →５月末までに全て納入されている。 

③事業報告書に新型コロナウイルス感染症の影響による教育活動の自粛とあるが、どのくら

い影響があったのか。金額的に分かれば教えて欲しい。 

 →学内の授業への影響は最小限にとどめられたが、実習については影響があった。金額的

にお示しできるものは持っていないが、コロラド研修を中止したこと、県外への出張が

ほとんどなかったことから、旅費交通費の減が大きかった。 

④キャッシュ・フロー計算書の投資活動とはどのようなものか。 

   →安全性の高い譲渡性預金よる運用を行っている。 

 

（２）令和２年度業務実績報告書について 

・事務局から、資料２により説明された。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑＞ 

①院生への講義を土日や夜間に行ったようだが、教員の負担が大きいのではないか。そのあ

たりの考慮はしているのか。 

→コロナ対応のため、講義をできるだけ遠隔で行うようにしていた。今のところ勤務体制



への支援は行っていないので、今後の課題としたい。 

②遠隔授業などのコロナ対策は前もって準備していたのか。 

→令和元年度に Webの学内共通システムを導入しており、遠隔授業で使えるシステムが入

っていたため、すぐに対応できた。また、使ってみて不足する機能には「Zoom」のライ

センスを購入することで対応した。 

＜御意見＞ 

①県内出身者の県内就職率が、67.1％から 79.1％と昨年度より大幅に上昇しており、素晴らし

い。県民が知りたいことだと思うので、新聞に紹介してはどうか。 

②13 ページの一番下の項目については、「Zoom」を上手く活用し、講義や会議に利用したこと

からＡ評価ではなく、Ｓ評価としてもよいのではないか。 

 

（３）中期目標に係る事業報告書（平成 27年度～令和２年度）について 

・事務局から、資料３により説明された。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

  ＜質疑＞ 

①他大学との比較は行っているのか。また中期計画期間でどのように良くなったのか経過が 

分かるようにするとよいのではないか。 

    →他大学との比較は行っていないので、これから検討したい。年次で表すことについては、

作成しているものがあるので、今後お示ししたい。 

 

（４）令和３年度年度計画について 

 ・事務局から、資料４により説明された。 

・質疑が行われ、原案のとおり議決された。 

＜質疑＞ 

①令和５年５月に認証評価機関による認証評価機関による認証評価が予定されているが、準 

備はどの程度進んでいるのか。 

→今年度から認証評価機関を公立大学協会が運営する「一般財団法人大学教育質保証・評 

価センター」に替えたため、この団体がどのような視点で評価を行うのか情報収集を行

っているところ。 

②SDGsに大事なのは倫理観で、研究や職業、人としても必要なので教育して欲しい。他にも

自死の問題や医療経営、マネーリテラシー、人文科学をカリキュラムに加えてはどうか。 

→医療者の倫理を教えており、大学院では研究倫理の講義がある。実習時にも倫理につい

ては厳しく指導している。 

③現場では、従来のシステムに加え、生活支援や予防医学、コロナ対応、オンライン、リ 

ハビリを含めたバーチャルケア、個人情報保護など様々に学ぶ必要がある。そのあたりの

対応はどうか。 

→例えば公衆衛生については今までないがしろにされてきたが、昨年度より、前庄内保健

所長の石川教授から講義を受けている。また在宅の実習についても理学と作業では必修

としている。 

 

４ 報告事項 

（１）令和２年度卒業者の状況について 

・事務局から資料５により、県内就職率が昨年度より6.0ポイント上昇したこと、進学者は全



員県内の大学に進学したこと等について説明があった。 

 

（２）令和３年度入学者の状況について 

・事務局から資料６により、入学者のうち県内者の割合が昨年度より下がったため、在籍者数

に占める県内者の割合が下がったこと等について説明があった。 

 

５ その他 

・本学がコロナワクチン接種への協力を表明したことに対し、大学の評価が上がっていると思

われるので、先生方には頑張っていただきたいとの激励があった。 

・本学卒業生の動向を追跡調査してはどうかとの意見が出され、近年の入学者からは入学時に

許可を得て、卒業後にやり取りをしていることが紹介された。 

・事務局から、今年度のオープンキャンパスを 7/17（土）、18（日）に開催することが報告さ

れた。午前、午後の２部制とし、定員は各 50 名。県内高校には案内を送っており、６月 14

日（月）から募集を開始する。 

 

６ 閉会 

 

 ※ 配付資料 

・資料１－１ 令和２年度決算の概要 

・資料１－２ 令和２年度財務諸表 

・資料１－３ 令和２年度決算報告書 

・資料１－４ 令和２年度事業報告書 

・資料１－５ 令和２年度監査報告書 

・資料２   令和２年度業務実績報告書（案） 

・資料３   中期目標期間における業務実績報告書（平成 27年度～令和２年度）（案） 

・資料４   令和３年度公立大学法人山形県立保健医療大学年度計画 

・資料５   令和２年度国家試験受験状況 

・資料６     山形県立保健医療大学 令和３年度入学者の状況 

・参考資料１ 中期計画（第３期）の概要 

・参考資料２ 中期計画及びアクションプラン 

 

以 上 

 

議事録署名人 

                                           

 

                                           

 

議  長 

                                           


